
Hyogo Prefecture

有機農業アカデミー開講！ ～第１期生の学びがスタート～ １

＜第１期生の状況＞

有機農業の担い手を育成する「有機農業アカデミー」が開講しました。
令和８年４月８日（水）には、開講式および第１期生の入学式を実施しました。
第１期生は６名で、20代から60代まで幅広い世代が集まっています。
さまざまな経験を持つ学生が共に学ぶ場が完成したことにより、本県の有機農業推

進を新たなステージへと進めていきます。

〔開講式・入学式 令和８年４月８日（水）〕

居住地域：県内４名、県外２名（大阪府、岡山県）
年 代：20代 １名、40代 １名、50代 １名、60代 ３名
性別内訳：男性４名、女性２名

入学者数 ６名

10月～ 後期講義開始

5月下旬 先進農家派遣実習(８日間)
※ 6月以降は２週間に1日

4月～ 前期講義開始
11月14-15日 収穫祭

〔年間の主な予定〕

2月下旬 就農計画発表会



Hyogo Prefecture

有機農業アカデミー概要

＜本資料に関する問い合わせ先＞農林水産部農業改良課 TEL：078-362-9210(直通) MAIL：nougyokairyo@pref.hyogo.lg.jp

   ＜受 験 に 関 す る 問 合 せ 先 ＞兵庫県立農業大学校教務課  TEL：0790-47-1551(直通)   MAIL : Nouringc_noudai@pref.hyogo.lg.jp
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・名 称 兵庫県立農業大学校 有機農業課程

・設置場所 県立農林水産技術総合センター（加西市別府町）

・修業期間 １年間
・定 員 10名

・費 用 入学金：5,650円 授業料：月9,900円(年118,800円)
・施 設 教育棟、農機格納庫、土づくり資材保管庫
・実習ほ場 露地 10区画(約200㎡/区画)、ビニールハウス10棟(約250㎡/棟)

有機農業アカデミーカリキュラムの特徴
１ 実践的な栽培技術の習得のために実習重視（座学３割、実習７割）

学生は、個別に割り当てられた、ほ場(ビニールハウス、露地ほ場)を管理
栽培実習を通じ、有機農業の技術を１年間で習得する実践的なカリキュラム

２ 先進有機農家と連携した指導体制の構築
県内の先進有機農家と連携した講義や視察、農家派遣実習により、実践的な栽培技術を
習得するととに、在学中から先進農家や地域との関係づくりを行い、卒業後の円滑な就
農や出荷をサポート

４ 流通・販売事業者による実践的な販売関連の講義

実習の栽培品目は、全員が栽培する共通品目に加え、学生個々が就農後の経営を意識し
た品目を選択できるオーダーメイド型実習

３ 学生個々の就農計画に対応するオーダーメイド型実習

売り先に応じた販売手法や消費者が求めるもの等、実践的な有機農産物の流通・販売を
学ぶために流通事業者等を講師に招聘

参考

教育棟
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